
§.４ 過不足問題

①考え方 子どもが x人いるとすると

x人分 余り

４ ４ ４ ………… ４ ４ ８

鉛筆の本数
２ 不足

５ ５ ５ ………… ５ ５

x人分

解答 子どもが x人いるとする。
x ×４＋８＝ x ×５－２

x＝１０

１０×４＋８＝４８

答．子ども１０人、鉛筆４８本

②子どもが x人いるとする。
x ×８－４＝ x ×７＋４

x＝８

８×８－４＝６０

答．子ども８人、りんご６０個

③子どもが x人いるとする。
x ×５－１０＝ x ×４＋２

x＝１２

答．子ども１２人

④子どもが x人いるとする。
x ×４－４＝ x ×３＋２

x＝６

６×４－４＝２０

答．子ども６人、みかん２０個

⑤子どもが x人いるとする。
x×５－９＝ x ×４＋１５

x＝２４

２４×５－９＝１１１

答．子ども２４人、折り紙１１１枚

⑥子どもが x人いるとする。
x×４＋１１＝ x ×６－１５

x＝１３

１３×４＋１１＝６３

答．子ども１３人、みかん６３個

⑦生徒が x人いるとする。
x×４＋９＝ x ×６－１３

x＝１１

答．生徒１１人
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発展問題
①考え方 長いすが x脚あるとする。
はじめの場合には、４人ずつすわって、い

す x 脚は全部使いきったということです。
そしたら、１５人が座れなかったというこ
とです。

○○○○ ４

○○○○ ４

x脚 ４ x
○○○○ ４

○○○○ ４

○○○○ ４

○○○○○
○○○○○ １５ ４ x ＋１

５
○○○○○

使ったいす x 脚（つまり全部）
１脚に何人すわったか ４ 人
つまりすわった人は ４× x 人
座れなかった人 １５ 人

次の場合には、５人ずつ座っていくと、い
す x 脚のうち、１３脚余ったということで
す。
つまり使ったいすの数は（x －１３）脚で、

これに全生徒が座れたということです。

○○○○○ ５

○○○○○ ５

x脚 （x－１３）脚
５（x－１３）

○○○○○ ５

１３脚

使ったいす （x－１３）脚

①長いすが x 脚あるとする。

すわっている人

４× x ＋ １５ ＝ ５×(x－１３) ＋ ０

立っている人

４ x ＋ １５ ＝ ５(x－１３)
x ＝８０

４×８０＋１５＝３３５

答．いす８０脚、生徒３３５人

②長いすが x 脚あるとする。

３× x ＋５０＝４×（x －５０）
x ＝２５０

３×２５０＋５０＝８００

答．いす２５０脚、生徒８００人

③長いすが x 脚あるとする。

６× x ＋３０＝７×（x －６）
x ＝７２

６×７２＋３０＝４６２

答．生徒４６２人
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